
市田川排水機場の効果（平成28年8月29日 台風10号に起因する前線）

■市田川排水機場では、平成28年8月29日20時～30日0時にかけて、内水被害発生に備えて、ポ
ンプを操作・運転し、最大5.1m3/s、総排水量62,730m3の内水を排除しました。

昭和57年8月洪水により新宮市内に甚大な浸水被害が
発生し、激甚災害特別緊急事業の採択を受け再度災害防
止を目的として、ポンプ10.0m3/s を設置しました。さ
らに、平成9年7月洪水において浸水被害が発生したた
め、平成12年にポンプ7.1m3/s を増設しました。
市田川排水機場は、新宮市内の内水被害を軽減する役割
を担っています。

■市田川排水機場の位置・全景

■市田川排水機場運転状況

水門の閉鎖

ポンプによる排水

■市田川の水位低減効果

■市田川排水機場の役割

今回の排水機場の稼働
により、市田川の水位
が約22cm低下

ポンプ操作を行わなかった場合の想定水位 T.P+2.80

今回の最高水位 T.P+2.58

▽HWL T.P+4.11


